
第 1 回 オープンスクール（７/31）での質問事項に関する回答 

 

Q1 総合コースの話をもっと聞きたかったです。どのレベルの子が通えるかなどについてです。 

 

 

 

 

 

 

Q2 在学人数が知ることが出来たほうがいいと思います。  

 

 

 

Q3 強化指定部でもアカデミックコースに入れますか。 

 

 

 

Q4 強化指定部の平日・休日の練習内容を知りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5 サッカー部にはセレクションがあるのか知りたいです。 

 

 

 

Q6 看護科の普通科目と看護科目の割合などを知りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇総合コースに限らず、本校を第 1 希望にする中学生に入学してほしいと考えています。 

〇これからの高校生活で青春を謳歌したい、何事にも頑張って挑戦してみたいと前向きに考えている中学生

であれば、本校の生徒にふさわしいと思います。 

〇他にも聞きたいことがあれば、直接学校に来ていただくか、電話で問い合わせ下さい。 

〇令和 5 年 5 月 1 日現在の生徒数は、普通科と看護科、看護専攻科をあわせて、465 人です。 

強化指定部への入部を考えていても、アカデミックコースに入ることは可能です。それぞれのコースの特徴

などを理解した上でコースを選択してください。 

【野球】平日は、2 班に分かれて効率良く練習をしています。休日は、練習試合を行うことが多く、実践力

を高めています。 

【サッカー】平日は基本的に A チームと B チームに分かれて練習をしていますが、部員全員で一緒にやる

こともあります。休日は練習試合や公式戦が入ってないときはトレーニングかオフになります。 

【バレー(女子)】平日の練習は基礎練習、トレーニングが中心です。大会が近くなるとコンビ練習、チーム

練習が多くなります。休日に学校で練習する場合は午前練習を基本とし、練習試合の場合は一日となります。

また休日は県内外への遠征等を行い、実践形式の試合を行っています。また、ほとんどの大会が土日に行わ

れます。 

セレクションはありませんが、随時、練習への参加や見学などを受け入れています。参加や見学をしたい方

は、是非学校へ連絡してください。 

〇高校課程の授業は、１コマ 50 分で行われ、普通科目と看護科目を合わせて１日６～７コマの授業が実施

されます。１年生では全体の約３割（週 11～13 コマ）が看護科目です。２年生では全体の約４割、３年生

では全体の約６割が看護科目です。 

〇専攻科課程の授業は、１コマ 90 分で行われ、１日４コマ実施されます。１年生では全体の約９割が専門

科目、２年生では看護臨地実習等のより専門的で実践的な科目が中心になっています。 

病院等で行う看護臨地実習では、１日のすべてが看護科目になります。 



Q7 兄や姉が看護科を卒業していた場合、教科書や制服の一部など、使える物はありますでしょうか。 全て買

いなおしでしょうか。 卒業した後は返却するのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q8 高卒と大卒で病院勤務の給与の違いが知りたいです。 

 

 

 

 

Q9 看護科が忙しいと聞きますが、勉強についていけるか不安があります。 

〇看護・医療等の情報は変化が早く、それを反映するため、多くのテキストが毎年内容を見直し、増刷、改

訂されています。また、カリキュラム改正に対応した変更等もあります。 

〇兄や姉が使われていたテキストのタイトルが同じであっても、内容やページが異なることはしばしばあり

ますので、最新の物をご購入されることをお勧めします。 

〇購入されたテキストは卒業時に返却の必要はありません。卒業後も使用していただくことができます。 

〇制服は、令和２年度入学生から新しくなっています。 

高校課程で使用しているロッカーは兄弟の物を使用することができます。 

〇看護師として働くためには、高校の看護科 3年間では資格を得ることができないため、看護師として働く

ことはできません。そのため、比較はできませんが、一般的な企業では、高卒と大卒で給与に差があります。 

〇国家資格取得のための専門的な学習や実習など、他の学科やコースにはない活動が多くあり、忙しく感じ

る人もいるかもしれません。 

〇目標をもって学校生活し、部活動や生徒会執行部に所属して両立し、充実した学校生活を過ごしている 

生徒もたくさんいます。 

〇時間の使い方に工夫が必要になる場面もありますが、工夫ができると成長を感じて、次への自信がついて

いきます。生徒や学生は、それらのいい経験の中で成長する教育が本校の看護科にはあります。  


